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　患者が術中や術後に感じる痛みは主観的なもので
あり、また痛みを抑えるための鎮痛剤は患者本人の
感覚を基に投与されており、医師側で適切な量を判
断することが難しいという課題がある中、ＰａＭｅＬ
ａは脳波と機械学習を組み合わせることにより、痛
みを測定できる技術を開発した。 この技術を活用
し、客観的に痛みを測定することで、医師・患者双方
で痛みの強弱を共有できるだけでなく、患者本人が
意思表示をすることが難しい状態でも、医師側は患
者の感じている痛みを把握することが可能となる。 
また、客観的な痛みの測定は、術中や術後に起こる急
性痛だけでなく、慢性痛への応用についても開発中
であり、鎮痛剤の過剰摂取による中毒症状の抑制や
死亡率の低下にもつながることが期待される。

会社の特徴、事業概要

ＰａＭｅＬａ（＝Ｐａｉｎ　Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｌ
ａｂｏｒａｔｏｒｙ）は、大阪大学大学院生命機能研究
科の中江文特任准教授の研究成果である脳波と機
械学習を組み合わせたアルゴリズムを基に、患者が
感じる「痛み」を客観的に測定できる医療機器の阪
大発ベンチャーとして2016年2月に設立。 
　この技術を活用し、客観的に痛みを測定すること
で、医師・患者双方で痛みの強弱を共有できるだけ
でなく、患者本人が意思表示をすることが難しい状
態でも、医師側は患者の感じている痛みを把握する
ことが可能となる。

大阪大学との関係

OUVC投資先企業

本社所在地 大阪府吹田市山田丘1-3大阪大学生命システム棟6階E601

代表取締役 本田　哲郎

設立 2016年2月

OUVC投資先企業

PaMeLa株式会社
https://pain-ml.com/

脳波と機械学習から客観的に痛みを定量化する
アルゴリズムを用いた医療機器開発

誰でも使いやすい、患者さんに負担のない、痛みの見える化を
目指して、脳から出す信号をとらえる技術の一つである脳波を
用いて痛みを客観的に評価するツールの開発を行い、痛みの
みえる化に成功。

これまでの成果

　関谷教授が開発した脳波計は、額に貼る冷却
シートほどの小型サイズでありながら、大型医療
用脳波計に匹敵する検出精度を備えており、人間
の脳活動を簡便に可視化することが可能である。
PGVでは、この革新的な脳波計デバイスを活用し

「デバイスを世界の人々に展開し、取得した多くの
脳波データをクラウドデータベースへ伝送してビッ
グデータ化した後、AI技術を用いてこれらのデータ
を解析し、意味あるアウトプットを還元する」プ
ラットフォームを構築することを目指している。ま
た、このプラットフォームおよびビッグデータをコ
アとして、PGVは「ウェルネス」及び「医療・ヘルスケ
ア」の２つの領域で、睡眠、疲労、マインドフルネ
ス、認知症、発達障害等をテーマとしたAIモデル開
発と事業パイプラインを順次立ち上げていく。

会社の特徴、事業概要

　大阪大学産業科学研究所関谷毅教授が開発し
た脳波計を社会実装。関谷教授の発明は、文部科
学省が2013年度に創設した「革新的イノベーショ
ン創出プログラム（COI STREAM）」において、全国
に18ある拠点の一つとして採択された大阪大学
COI拠点「人間力活性化によるスーパー日本人の
育成拠点」での活動から生まれた研究成果。

大阪大学との関係

PGV株式会社
https://www.pgv.co.jp/?hsLang=ja

本社所在地 東京都中央区日本橋二丁目15番5号　PMO日本橋二丁目ビル7階

代表取締役 松原　秀樹

設立 2016年9月

革新的な脳波計及び取得した脳波データを
用いたプラットフォーム事業


